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図３４．科学技術のインパクト実現までの過程における公的研究開発・支援の寄与

●技術の発展過程における公的研究開発・支援の寄与として、以下の4つが特徴的に見いだされた。
●技術のインパクト実現までの過程においては、研究開発への投資のような直接的な寄与に加えて、
調達や研究基盤整備といった間接的な寄与も公的部門の役割として重要。
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③基盤技術や技術インフラに関する公的
研究開発・支援
○ 研究施設の整備 ○ データ整備・データベース構築
○ 標準化の支援、策定 ○ 基盤技術の開発
○ 評価試験・安全性評価の実施 ○ 評価システムの構築

④政策連携によるインパクト実現の促進
○ 規制の導入 ○ 規制緩和
○ 調達による市場の確保

○ 補助金による初期市場の形成
○ 省庁連携

②技術の発展・流れに合わせた公的研究
開発・支援
○ 産学官連携によるナショナルプロジェクト

○ 重点課題等への集中投資
○ 実証試験への資金提供
○ 民間で実施される応用研究や実用化研究への資金提供

①基礎研究に関する公的研究開発・支援
○ 大学や公的研究機関における基礎研究の継続・蓄積
○ 大学や公的研究機関での現象・原理の発見

○ 大学や公的研究機関での技術の発明
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調達による市場の確保や研究施設の整備な
どの間接的な寄与が主となりインパクトが実現
された技術

経済的インパクト
・市場（雇用）創出拡大 ・コスト削減
・経済リスク低減 ・国際競争力強化

社会的インパクト
・環境問題への貢献
・エネルギー・資源問題への貢献
・高齢化等への対応

・社会インフラ・防災性向上

国民生活へのインパクト
・国民の生命・生活確保
・国民の健康維持・回復

・国民の利便性・快適性の向上
・国民意識・ライフスタイルの変革
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大学や公的研究機関による技術シーズの提供、

国家プロジェクトの実施といった直接的な寄与が
主となりインパクトが実現された技術
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注： それぞれの曲線はインパクト実現過程のイメージを表す。


